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論文内容の要旨
主要なう蝕原性細菌の一つである Streptococcus mutans は、 gtjB， gザc， gtjD 遺伝子にコードされる 3 種類のグルコ
シルトランスフエラーゼ (GTase) -I, GTase-81, GTase-8 を産生し、本菌のスクロース依存性付着に様々な役割
を果たしている。本研究は、 GTase-1 あるいは GTase-81 を選択的に過剰産生したり、 GTase の産生能を欠失した
S. lIlutans 変異株を遺伝子操作により作出し、これらの酵素のバイオフィルム形成にかかわる機能を解析したもので
ある。まず、 S. 1nU伺ns MT8148株(血清型 c) の各 GTase 活性を喪失した変異株 B42 (GTase・ 1 -, 81- , 8-) 、
B72 (同 1 +, 81-, 8-) 、 B61 (同 1 -, 81+, 8-) を対立遺伝子相同組換えにより作出した。ついで、変異株 B42 に
それぞれ gザプロモーターを備えた gtjB あるいは g{fC 遺伝子をもっ高発現ベクター pZBI0， pZB21 を導入した過剰
発現変異株 B42 (pZBI0) , B42 (pZB21)を作成した。これらの被験株の菌体表層 GTase の発現状態をウサギ抗
GTase 抗体を用いたウエスタンプロッティングと、免疫電子顕微鏡観察によって調べた。その結果、変異株 B42 に
は GTase の産生が認められないのに対し、 B42(pZBlO)， B42(pZB21) は GTase- 1 、及び-81 の産生が親株のそれ
ぞれ約10 倍、及び約 5 倍に増加した。免疫電子顕微鏡写真像でも同様の結果が観察された。ついで、試験管壁への
スクロース依存性付着能の測定から、 GTase-81 産生株はいずれも試験管壁に強力に付着することが示された。また、
スクロースより水溶性グルカンを産生するが、非付着性の S. sallguinis, S. oralis, S. gordonii と GTase-81 産生株を




本研究は、主要なう蝕原性細菌である StreptocoCClIS 111ltfalls の産生するグルコシルトランスフエラーゼ (GTase) -
1, -8I. -8 の、スクロース依存性のバイオフィルム形成に関わる機能を解析したものである。単独あるいは複数の
GTase を不活化した S. mll{al1s の変異株のうち、 GTase-81 産生能を有する株のみが、強固な付着を形成することが
明らかとなった。つぎに水溶性グルカン合成 GTase を産生するが、単独では非付着性の口腔レンサ球菌種と GTase-
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81 産生能をもっ s. I1l lt仰lS 変異株を共培養すると、生育細菌は強固に共付着することが明らかにされた。この現象は
両菌種が産生する GTase の協調効果であることが示唆された。以上、本研究は s. 1nutalls の産生する GTase-81 が、
スクロース存在下で S. mu的川の付着を促進すること、また水溶性グ、ルカン産生能を有する他の口腔レンサ球菌種を
共付着させることから、口腔内バイオフィルム形成およびう蝕の発生・進行に大きく関与していることを示すもので
あり、博士(学術)の学位に値するものと認める。
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